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テラヘルツ波は高い透過性と直進性を併せ持つ
新しい電磁波です。また、テラヘルツ領域および赤
外領域は指紋領域と言われ、物質を同定する特徴
的なスペクトルが現れることで知られています。
半導体におけるキャリア評価をはじめ、水分の検

出、絶縁体薄膜・フィルムにおける厚み評価、劣化
試験、危険物探知(セキュリティ)等への応用が期待
されています。
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テラヘルツ波は周波数1012 Hz程度の、高い透過性と直進性を

併せ持つ新しい電磁波です。紙やプラスチックなどの材料に対
して高い透過性がある一方、フォノン、スピン、高分子高次構
造の振動モードや自由電子の超高速応答などの観測が可能
な波長域です。これらの特徴を利用して、通信、センシング、セ
キュリティスキャナー、物質評価などへの応用が開拓されてい
ます。私たちは、テラヘルツ波の発生や検出技術の開発や、電
磁波の伝搬操作、テラヘルツを利用した物性測定やデバイス
開発を通してテラヘルツ波工学の発展に寄与します。

研研究究背背景景

テラヘルツ領域において、磁性体の利用が注目
されています。磁性体を利用した偏光制御素子
(ファラデー素子)やテラヘルツ発生・検出デバイス
の開発を行っています。テラヘルツパルス照射によ
り、スピン状態の超高速制御(右下図)が可能である
ことを明らかにしています。テラヘルツパルスにより
スピンを利用した情報書き込み・読み込み技術を
はじめとして、次世代高密度磁気記録デバイスに
向けた新規磁気記録方式の提案・実証研究を行っ
ています。
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